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第 2 部 旧 談 レノ |] 代 
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登壇 者 荒井 正吾 (奈良 県 知事 ) 路線 パス で お 越し の 方 
ムク シン クジ ャ ・ ア プ ド ウゥ ラフ モノ フ 上 
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や ゃ ゃ お 車 で お 越し の 方 
第 3 部 ツウ ズ ス べ キ ス タ ン 民 族 楽 器 会 場 駐 車場 は 台数 に 限り が あり ます の で 、 満 車 の 場合 は 周辺 パー キン グ を ご 利用 くだ さい 。 
は ン ベ ペン ショ ン セ ンタ ー ホ ー ム ペー シ セス ペー ジ | に て ご 確認 いた だ け ま す 。 
『 ド ウ タ ー ル | の 演奏 詳し く は [奈良 県 コン ペン ショ ン セ ンタ ダー ホー ムペ ー ジ 内 / ア クセ スペ ー ジ | に て け ます 
法 は 裏面 を ご 覧 くだ さい 。 
胸 崎 万 集 応募 方 法 は 裏面 を ご 覧 くだ さ し 
画像 提供 : 駐日 ウズ ベ キ スタ ン 共 和 国 大 使 館 


主催 / 奈 良 県 協力 駐日 ウズ ベ キ スタ ン 共 和 国 大 使 館 





出演 者 の プロ フィ ー ル 





























(第 2 部 ) 上 談 (第 2 部 ) 旧 譜 

あぁ らい し ょ う ご 
荒井 正吾 ムク シン クジ ャ ・ ア プ ド ゥ ラフ モノ フ 
昭和 43 年 東京 大 学 法学 部 卒業 平成 8 年 ウズ パキスタン 共和 国 ダ タシケント 国立 経済 大 学卒 業 
昭和 43 年 運輸 衝 ( 現 国士 交通 省 ) 入 省 平成 13 年 小 商 科大 学修 寺 課 程 修了 
平成 13 年 参議 院 議 員 平成 16 年 北海 道 大 学 博士 課程 修了 
平成 19 年 奈良 県 知事 各 任 平成 30 年 ウズ ベ キ スタ ン ・ フ ェ ル ガ ナ 州 一 知事 
令 和 元 年 奈良 県 知事 (4 期 ) 令 和 3 年 駐日 ウズ ベ キ スタ ン 共 和 国 大 合 

(第 3 部 ) ウズ ベ キ スタ ン 民 族 楽 器 「 ド ゥ ター ル ] の 演奏 
あお き た けし 前 訂 方 集 
平成 8 年 東京 大 学 文 学部 卒業 ny MoeLt2 
平成 15 年 東京 大 学 大 学院 人 文 社会 系 研究 年 課 程 修了 、 情 文学) ブハラ 市 に ある 小 中 一 貫 校 に 派遣 され る 。 民族 楽器 ドウ ター 
現在 、 静 岡 文 人 芸術 大 学 文 化 ・ 芸 術 研 究 セ ンダー 教授 。 ル の 音色 に 交 了 され 現地 で 習い 始め 、 日 本 に 帰国 後 、 本 格 的 
主要 な 研究 テー マ は 、 ゾ ロア スタ ー 教 研究 、 シル クロード 研 究 な ど 。 に 演奏 活動 を 開始 。 ウズ ベ キ スタ ン 、 タ ジ キ ス タン の 美しい 
論 革 は ま 「 ゾ ロア スタ ー 教 ]、「 ア ー リ ア 人 |、[ マ ニ 教 | (以上 、 講 科 楽 を ドゥ ター ル の ソロ 、 弾き 語り で 演奏 する スタ イル 
議 社 選書 メチ エ ) 、 古代 オリ エン ト の 宗教 | 、[ ペ ルシア 帝 国 | (以上 、 科 2018 年 9 月 、 ウ ズ ベ キス タン で 開催 され た 第 一 回 
講談 社 現代 新書 ) 、「 新 ソロ アス ター 教史 | (7 水 書房 ) 他 多数 。 国際 伝統 音楽 フォ ー ラ ム に て 、 ソ リス ト と し て 3 位 を 受賞 。 


縮 初 。 令 和 4 年 3 月 11 日 @ 必着 
@ 申込 は 専用 フォ ー ム ・FAX・ ハ ガキ で お 申し 込み くだ さい WEB 申 込 は こち ら 


e 専用 フォ ー ム 右記 URL より アフ セス し て くだ さい 。 (https://event.nara.jp/sp/nara/ 9 


FAX・ ハ ガキ 下記 の 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、FAX また は 郵送 し て くだ さい 。 (下記 参加 申込 書 を ご 活用 くだ さい 。) 
① 参 加 者 氏名 (ふり が な ) 、③ 郵 便 番号 ・ 住 所 、③ 電 話 番号 、④ 参 加 希 望 人 数 (2 名 様 まで ) 
※ 車 イス で の ご 来場 又は 手話 通訳 を 必要 と する 場合 は 、 そ の 旨 に つい て も ご 記入 くだ さい 。 








上 紀 訪 用 時 応募 者 多数 の 場合 は 抽選 と な り ま す 。 お 問い 合わ せ ・ 送 付 先 
e 抽 選 の 結果 、 な ら び に 当 周 され た 場合 の 参 吉 配 は 、 3 月 中 旬 頃 に  〒630-8014 奈良 市 四条 大 路 1-3-45 
ず お 申込 者 全員 に 発送 いた し ま ナウ ルー ズ hn 奈良 2022 イベ ント 事務 局 


間 才 で の すじ の は "いずれ か 1 通 を 有効 と ざさ せ て いた (イン パク ト 株 式 会 社内 ) 


前 DE 人 情 析 、 本 イベ ント の 運営 の み に TEL 0742-36-0007 (平日 10:00-17:00) 
使用 いた し ま FAX 0742-33-6441 


FAX 専用 参加 申込 書 


「 ナ ウル ー ズ In 奈良 2022 イベ ント 事務 局 」 行 
FAX 0742-33-6441 [申込 縮 切 】 令 和 4 年 3 月 11 日 人 必着 
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層 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 に つい て 6 人 


本 イベ ント に ご 参加 いた だ く 際 に は 、 主 催 者 が 実施 する 下記 感染 防止 対策 に 同意 ・ 遵 守 を お 願い し ます 。 

@ 参加 時 の マス ク 着用 入場 前 の 手指 消毒 、 検 温 

新型 コロ ナウ イル ス 接 触 確認 アプ リ (COCOA) の 登録 

9 風邪 の 症状 (くし ゃ みや 咳 が 出る ) や 発熱 (37.5 度 以上 ) 、 強 い だ る さ ( 僅 起 感 ) や 息苦し さ 等 の 症状 


@ その 他 主 催 者 が 感染 予防 の た め に 定め た ルー ル 

※ 場 内 で は 適切 な 距離 を 確保 する た め 、 ス タッ フ の 誘導 に ご 協力 を お 願い 致し ます 。 

※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 防止 の た め 、 ご 来場 の お 客 様 の 情報 を 保健 所 な どの 公 的 機関 に 提供 する こと が 
あり ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 


内 容 変更 ・ 中 止 の 可能 性 に つい て 
新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 の 情勢 に よっ て は 、 内 容 の 変更 や 、 や お を 得 ず 中 止 する 場合 が あり ます 。 日 本 と ウズ ベ キ スタ ン は 、2022 年 に 


外交 関係 樹立 30 周 年 迎え まし た 。 


最新 情報 は 奈良 県 B こ 
な お 、 中 止 を 決定 し た 場合 は 、 当 選者 の 皆様 へ 、 別 途 、 お 知ら せい た し ます 。 








